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1，は じ め に

　 瀬 戸 内 海 西 部 の 周 防 灘 海 域 及 び 伊 予 灘 海 域 の
一

部

は ，こ れ ま で に 活 断 層 調 査 が 行 わ れ て い な い 調 査 の 空

白域 で あ っ た ．

　著 者 ら は ，山 冂 県 熊 毛 郡 上 関 町 に 建 設 を 予 定 す る 中

国 電 力  上 関 原 子 力 発 電 所 の 原 子 炉 設 置 許 可 申請
1〕

に

係 る 国 の 安 全 審 査 に 資 す る た め ，2007 年 8 月 か ら 2008

年 12 月 に か け て ，こ の 未 調 査海域 に お け る 活 断 層 の 把

握 を 目 的 と した 音波 探 査 を実 施 し た．あ わ せ て ，断 層

活動性 を 評価す る た め 海 上 ボーリン グ調 査 を実 施 し た ．

　本報 告 で は ，新 た に 確 認 し た 活 断 層 の 分 布 形 態 及 び

活 動 性 に つ い て 検 討 す る と とも に ，そ の テ ク トニ ク ス

に つ い て 考察 し た ．

2．調 査 海域及 び 探査 手 法

　調 査 の 実 施 に あた っ て は，当該 海 域 に お け る他 機 関

の 調 査 範 囲及 び調 査 結 果 を把 握 し，調 査 空 白域 を 埋 め

る よ う に 山 口 県 熊 毛 郡 上 関町 を 中心 と し た 半 径 約

30km の 範囲 で マ ル チ チ ャ ン ネル 音 波 探 査 を実 施 した．

測 線配 置 は ，三 次 元 的 な 地 質構 造 を把 握 す る た め，格

子 状 配 置 を 基 本 と し た．測 線 の 格 子 は ，周 辺 の 地 質構

造 を規 制 す る 中央 構 造 線 断 層 帯 や 岩 国 断 層 帯 の 走 向 を

基 準 と して ，こ れ ら と ほ ぼ 直交 ・平 行 と な る よ うに 配

置 し た （図
一1）．

　 音 波 探 査 の 音 源 に は ，ブ ーマ
ー，ウ ォ

ー
タ
ー

ガ ン 及

び エ ア ガ ン を 用 い た （表
一1）．ブー

マ
ー

は，浅 部 の 地

質構 造 ，断 層 の 存 否，連 続 性 ，活 動 性 等 を把 握 す るた

め に 約 1〜4  間 隔 で 実 施 し た．ウ ォ
ーターガ ン は ，

海 底 下 〜中深 部 ま で の 地 質 構 造 （断 層 の 存 否 等 ），連 続

性 の 高 い （10  以 上 ） 断 層 の 抽 出及 び 活 動性 把握 の

た め に 約 2〜4  間 隔 で 実施 し た．エ ア ガ ン は ，深 部

の 大 局 的 な地 質構 造 の 把 握 の た め に 約 8〜16  間 隔レ
で 実施 した．なお ，こ れ らの 調 査 総 延 長 は 約 3

，
770  

で あ る．

　 ま た ，音波探 査 に よ り 区 分 し た音 響 層 序 の 地 質 年 代

を 特定 す る た め，周 防 灘，伊 予灘 及 び 広 島 湾 の 3 箇 所

に お い て 掘 削深 度 約 100111の 海 上 ボ
ー

リン グ調 査 を 実

施 し，そ の 試 料 に よ り火 L］灰 分 析，放射性炭素同位 体

法 及 び 古 地 磁 気 分 析 を 実 施 し た ．

3，地 質 時 代 対 比

　 各 海 域 の 海 上 ボー
リ ン グ 調 査 の 結 果 ，気 候海 面 変 動

に 対 応す る 複 数 の 堆 積 サ イ ク ル が 認 め ら れ る た め ，こ

れ ら と 音 響 層 序 を 対 比 さ せ た ．地 層 区 分 は ，上 位 か ら

A 層 ，B 層 （B 層 内 を さ ら に B1 〜B4 の 4 層 に 細 区

図
一1　 調 査 海 域 及 び 探 査 測線 図

表
一1　音波 探 査 機 器 及 び 調査 数 量

発 振器
ブ
ーマー

個 数 ．1
ウ オ

ー
タ
ー

ガ ン

個 数 ；罵

エア ガ ン

個 数 ；1装

置

概

要
受 振 器

1土 電 型

振 動 素 子

12ch2

．5n 聞 隔

圧電型

振 動 素 子

12ch2

．5m 聞 隔

圧鑑型

振 動 素 子

24ch12

．5m 聞 隔

記 録 方式 デ ジ ダ ル デ ジ タ ル デ ジ タ ル

測位 方法 D3PS 法 D3PS 法 D5PS 法

骸 プ リング 1驚隔 約 0．lms 納 o．Lアm5 約 LOms

記 録 深 度 範 囲 約 300m 約 750m 約 2，250m
発 脹 間 隔 ］．25m 2．5m 12．5m調

査

概

要

音 源 周 波 数
400 −
14、000Hz

数 Hz〜
聖、00011z

数 llz〜
500Hz

発 振工初 ギ
ー

約 280 − 300 」 約 2800J 約 32，00GJ
重 合数 12 6 12

船 の 平均 速 度 約 3 ノ ット 約 3 ノ ット 約 3 ノ ット

調 査数 量 約 1，420k 囗 約 1、700k皿 約 550k 皿

分 ），C 層 及 び D 層 に 区 分 し た．各 種 分 析 の 結 果，　 A 層

は 最終氷 期以 降 の 地 層 （ほ ぼ 完 新 統 ），B1 層 は 最 終 間

氷 期 （ス テ
ージ 5e） 以 降 に 堆 積 した 上 部 更 新統 ，　 B 　2

層 は 中部 更 新統 ，B3 層 は
一部 下部 更 新統 を 含む 中部

更 新統 と 判断 され る ．ま た，他 機 関 の 音 響 層 序 との 対

比，周 囲 の 地 質 分 布 等 か ら，B4 層 は 下 部 更 新統 ，　 C

層 は 鮮 新 統 〜下 部 更 新統，D 層 は 先鮮新統 と判断 され

る．な お ，音波探査 に よ る 各 地 層獎界 面 とボーリ ン グ

調 査 に よ る 層 序 区 分 の 深 度 は お お む ね
一

致 す る こ と，

周 防 灘海 域 及 び 伊 予 灘 海 域 との 問 に お い て 交差 す るブ

ー
マ
ー測 線 の 音 波 探 査 記 録 で 反 射 面 を追跡す る こ と に

よ り各 地 層 が 連続す る こ と を 確認 し て い る．

4，活 断 層 の 分 布 及 び 性 状

　 本 調 査 に よ り新 た に 確 認 した 活 断 層 の 分 布 （
一

部 ，

他 機 関 の 音波 探 査記 録 を用 い て 評 価 ．断 層 （群 ） 名 を

併 記 ） を 図
一2 に 示 す．大 局 的 に は 北 東 一南西 方 向 の
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図
一2　新た に 確認 し た 活 断 層 の 分 布 図
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a．　 F − 4 断 層群 の 音波探査 記 録 例 （測 線 1 ）

Jsm

Sthn

b ． F − 4 断 層 群 の 音波 探 査 記 録 例 （測 線　ll）

　　図
一3　 F − 4 断 層 群 の 音 波 探 査 記録 例

走 向 を 有す る 連 続 性 の 高 い 断 層 が 卓 越 し，また こ れ に

直 交 す る 北 西
一南 東 方 向 の 走 向 を 有 す る 断 層 も 認 め ら

れ ，こ れ ら の 断 層 の 活 動 性 は 後 期 更新 世 以 降 に 及 ぶ 、

　 屋 代 島 か ら 国 東 半 島 東 岸 に か け て 分 布 す る F − 3

断 層 群〜F − 4 断 層 群 は ，南 部 に 分布す る 中央構 造 線

断 層 帯 及 び F − 15 断 層 群〜F − 16 断 層群 と 同
一の

北東
一

南西 方 向 の 走 向 を 示 し，こ れ らの 3 系 列 は ，約

15  の 等聞隔 で 配 列 す る ．ま た ，別 途 作 成 した D 層

（基 盤 ） 等 深 線 図 に よ る と，F − 3 断 層群〜F − 4 断

層 群 は，D 層 （某 盤 ） の 高 ま りの 上 部 に ほ ぼ 同 方 向で

分布 す る 傾向 を 示 す．図
一3 に F − 4 断 層 群 の 音 波 探

査 記 録 例 を 示 す．測 線 1 の 記 録 （図
一3a ）で は ，南落

ち の 顕 著 な 引 きず り込 み 構 造 を 示 して い る ．ま た，こ

の 引きず り 込 み に よ る影 響 を受 け 形 成 され た小 規 模 な

断 層 が そ の 南 側 に 複数認 め られ る．当地 域 の 広 域 応 力

場 は 、大 局 的 に は 東 西 圧 縮 で あ る こ と か ら
2），断 層 の

セ ン ス は，右 横 ず れ 主 体 で あ る と 考 え ら れ る．一
方 ，

測，wa　llの 記 録 （図
一3b） で は，南 西 部 で 認 め ら れ た 引

き ず り込 み 構 造 は 不 明 瞭 と な り，個 々 の 断 層 の 変 位 量

も小 さ く な る ．ま た，北 東 部 の 屋 代 島か ら 直 線的 に 延

び る F − 3 断層 群 と併 走 し，見 か け 上，幅 広 な 分 布 を

示 す こ と が わ か る ．こ の 幅 広 の 分 布 の 内側 で は ，ほ ぼ

一様 に 地 層 の 落 ち 込 み 構 造 が 認 め ら れ ，こ の 構 造 は ，
互 い に 右 雁 行 す る F − 3 断 層 群 及 び F − 4 断層 群 に よ

り 形 成 さ れ た 引 張性 ジ ョ グ と 考 え られ る ．伊 予 灘〜佐

賀 関 沖の 中央 構 造 線 断層 帯 に お い て も，串 沖引 張 性 ジ

『
　 　 　 　

馳
　
丶
　
、＃

げ

　 　 　 　
、
　・＼　’IVt

　 　 　 珂喚 鴇恥％
　 　 　 vt 躯 　啄
數字 （角度）は水平唾 直比 が）：1の 傾斜角度

　 　 　 　 、SIIo

tS500m
一

ヨ グ，三 崎 沖 引 張性 ジ ョ グ等 が 存 在 す る
3）．こ れ らの

引 張 性 ジ ョ グ は ，エ ネ ル ギー
の 効 果 的 な逸 散 領 域 で あ

り，断層破壊 の 末 端 ，活 断 層 の セ グ メ ン ト境界 と な る

例 が 多 い と され て い る こ とか ら，F − 3 断 層 群〜F −

4 断 層 群 に認 め られ る 引 張 性 ジ ョ グ は ，両 断 層 群 の セ

グ メ ン ト境 界 と推 定 され る．

　以 上 の 結 果 よ り，F − 3 断 層 群〜F − 4 断 層群 は ，
中央 構 造 線 断 層帯 と性状 及 び 分 布 形 態 が類 似 す る こ と

か ら，同 様 な テ ク トニ ク ス で 形 成 さ れ た 可能 性 が あ る

と考 え られ るが ，詳 細 に つ い て は 今後 の 検 討 課 題 と し

た い 。

5．ま と め

　瀬戸 内海 西 部 の 周 防 灘 海 域 及 び 伊予 灘 海 域 に お い て ，

新た に 北 東
一

南 酉 系 を主 とす る 複 数 の 活 断 層 が 認 め ら

れ た．最 も 連 続 性 の 高 い F − 3 断層 群〜F − 4 断 層 群

は ，断 層 性 状 及 び 当 地 域 の 広 域 応 力 場 （東 西 圧 縮） の

関係 か ら右 横 ず れ 主 体 で あ る と 推 定 さ れ ，互 い に右 雁

行 し 引 張 性 ジ ョ グ を形 成 す る こ と が 明 らか とな っ た．
文 献

）1

）2

）3

中 国電 力 株式 会社 （2009）・E関原 子 力 発 電 所原 子

炉 設 置 許 可 申請 書．

口本 地 質 学 会 編 （2009）： 日本地 方 地 質 誌 6　 中 国

地 方，朝 倉書店 ．

七 1⊥「太 ほ か （2002）：伊予 灘〜佐 賀 関 沖MTL 活 断

層 系 の 広 域 イ メ
ージ ン グ とセ グ メ ン ト区分 ，活 断

層 ・古地 震 研 究 報 告 ，No．2，　 pp．141・152 ．

一 186一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


